
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

告

示

○
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
庁
舎
等
維
持
管
理
業
務
の
委
託
契
約
を
締
結
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
二
〇

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
等
の
た
め
の
医
療
機
関
を
指
定
し
た
件
二
件

三
二
〇

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

二
件

三
二
一

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
等
の
た
め
の
施
術
者
を
指
定
し
た
件

三
二
一

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
介
護
扶
助
等
の
た
め
の
介
護
機
関
を
指
定
し
た
件

三
二
一

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

三
二
二

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
の
届
出
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
件

三
二
二

○
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
件

三
二
三

○
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
件

三
二
三

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
森
林
所
有
者
等
の
所

在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
当
該
通
知
の
内
容
を
掲
示
し
た
件
二
件

三
二
三

○
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
件

三
二
三

公

告

○
特
別
保
護
地
区
の
名
称
、
区
域
、
存
続
期
間
及
び
保
護
に
関
す
る
指
針
の
案
に

つ
い
て
公
告
す
る
件

三
二
四

○
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
公
聴
会
を
開

催
す
る
件

三
二
五

○
都
市
計
画
の
決
定
に
係
る
関
係
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
件

三
二
五

○
都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
関
係
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
件
二
件

三
二
五

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

○
不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
件

三
二
五

福
島
県
監
査
委
員

○
福
島
県
監
査
委
員
事
務
局
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

三
二
六

告

示

福
島
県
告
示
第
五
百
五
十
三
号

競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
庁
舎
等
維
持
管
理
業
務
の
委
託
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け

る
当
該
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
を
定
め
る
件
（
平
成
十
五
年
福
島
県
告
示
第
七
百

八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
正
す
る
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

第
四
の
第
七
号
中
「
第
一
種
電
気
工
事
士
」
の
下
に
「
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
第
二
種
電
気

工
事
士
」
を
加
え
る
。

第
五
中
「
直
前
二
年
の
各
事
業
年
度
」
を
「
直
前
一
年
の
事
業
年
度
」
に
改
め
る
。

第
十
中
「
〇
二
四
―
五
二
一
―
七
九
〇
三
」
を
「
〇
二
四
―
五
二
一
―
七
八
一
二
」
に
改
め
る
。

（
施
設
管
理
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
五
十
四
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ

せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

須
賀
川
み
ら
い
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

須
賀
川
市
塚
田
一
二
五

令
和
三
年
七
月

ク

一
日（

社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
五
十
五
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ

せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

───────────────────────────────────────────────────────────
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福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

事
業
者
の
主
た
る

事
業
所
の
名
称

事
業
所
の
所
在
地

事
業
者
の
名
称

指
定
年
月
日

事
務
所
の
所
在
地

訪
問
看
護
ス
テ
ー

須
賀
川
市
和
田
字

株
式
会
社
フ
ァ
ー

東
京
都
港
区
新
橋

令
和
三
年
六
月

シ
ョ
ン
あ
や
め

柏
崎
三

ス
ト
ナ
ー
ス

二
丁
目
一
二
―
一

一
日

須
賀
川

六

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
五
十
六
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
事
業

を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

名

称

所

在

地

廃
止
年
月
日

加
藤
歯
科
医
院

会
津
若
松
市
蚕
養
町
一
―
九

令
和
三
年
四
月

二
三
日

医
療
法
人
昭
美
会
さ
め
が
わ
歯

東
白
川
郡
鮫
川
村
大
字
赤
坂
中
野
字
新
宿

同

年
三
月

科
医
院

一
八
九
―
一

三
一
日

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
五
十
七
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
事
業

を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

事
業
所
の

事
業
者
の
主
た
る

事
業
所
の
所
在
地

事
業
者
の
名
称

廃
止
年
月
日

名

称

事
務
所
の
所
在
地

訪
問
看
護

会
津
若
松
市
湯
川

株
式
会
社
Ｃ
．

会
津
若
松
市
湯
川
町

令
和
三
年
五
月

ス
テ
ー
シ
ョ

町
一
―
五
八

Ｌ
．
工
房

一
―
五
八

三
一
日

ン
ケ
ア
ー

ズ
あ
い
づ

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
五
十
八
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
（
中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支

援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と

さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
施
術
を

担
当
さ
せ
る
は
り
師
及
び
き
ゅ
う
師
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

氏

名

住

所

施

術

所

名

施
術
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

深
沢

友
紀

須
賀
川
市
森
宿

Ｋ
Ｅ
ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｗ

須
賀
川
市
北
上
町
五

令
和
三
年
七
月

字
関
表
九
〇
―

須
賀
川
ス
テ
ー

三
―
四

一
日

一
一

シ
ョ
ン

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
五
十
九
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
（
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立

の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
介
護
扶
助
及
び
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居

宅
介
護
若
し
く
は
居
宅
介
護
支
援
計
画
の
作
成
、
福
祉
用
具
の
給
付
、
介
護
予
防
若
し
く
は
介
護
予
防

支
援
計
画
の
作
成
又
は
介
護
予
防
福
祉
用
具
の
給
付
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

事
業
所
の

事
業
所
の

事
業
者
の

事
業
者
の
主
た
る

サ
ー
ビ
ス

指
定
年
月
日

───────────────────────────────────────────────────────────
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名

称

所

在

地

名

称

事
務
所
の
所
在
地

の
種
類

あ
い
あ
い
薬

会
津
若
松
市

株
式
会
社
メ

会
津
若
松
市
城
西

平
成
三
〇
年

居
宅
療
養

局
城
北
店

城
北
町
二
八

デ
ィ
カ
ル
ピ
ー

町
五
―
五
六

七
月
一
日

管
理
指
導

二

ス

介
護
予

防
居
宅
療

養
管
理
指

導
（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
六
十
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中

国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十

四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次

の
指
定
介
護
機
関
か
ら
当
該
指
定
介
護
機
関
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

事
業
所
の

事
業
所
の

事
業
者
の

事
業
者
の
主
た
る

サ
ー
ビ
ス

廃
止
年
月
日

名

称

所
在
地

名

称

事
務
所
の
所
在
地

の
種
類

訪
問
看
護

会
津
若
松

株
式
会
社

会
津
若
松
市
湯
川

令
和
三
年
五
月
三
一

訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ

市
湯
川
町

Ｃ
．
Ｌ
．

町
一
―
五
八

日

ン
ケ
ア
ー

一
―
五
八

工
房

ズ
あ
い
づ

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
六
十
一
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
第
五
条
第
一
項
の
新
設
の
届
出
に
係
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
及
び
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
三
年

七
月
三
十
日
か
ら
同
年
八
月
三
十
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、

福
島
県
い
わ
き
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
い
わ
き
市
産
業
振
興
部
商

業
労
政
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

（
仮
称
）
マ
ル
ト
Ｓ
Ｃ
関
船

福
島
県
い
わ
き
市
常
磐
関
船
町
一
丁
目
一
五
番
二
三
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
い
わ
き
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

１

交
通
に
係
る
事
項

㈠

計
画
地
は
一
般
住
宅
地
に
隣
接
し
て
お
り
、
当
該
店
舗
の
新
設
に
よ
り
交
通
量
の
増
大
が
予

見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
店
舗
利
用
者
の
安
全
確
保
に
加
え
、
歩
行
者
を
含
む
隣
接
道
路
利
用
者

の
円
滑
な
交
通
を
阻
害
し
な
い
た
め
の
警
備
員
の
配
置
及
び
、
減
速
を
促
す
注
意
喚
起
の
標
示

を
行
う
な
ど
、
交
通
事
故
防
止
の
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

㈡

計
画
地
は
住
宅
地
等
が
近
接
し
て
い
る
た
め
、
出
店
開
始
時
及
び
混
雑
す
る
時
間
帯
等
に
お

い
て
、
駐
車
場
の
交
通
整
理
を
速
や
か
に
行
う
な
ど
、
周
辺
の
道
路
に
お
け
る
交
通
渋
滞
を
極

力
解
消
で
き
る
よ
う
な
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

特
に
、
出
入
口
１
か
ら
南
下
し
、
市
道
関
船
区
画
一
号
線
と
県
道
江
名
常
磐
線
（
四
八
号
線
）

の
交
差
点
を
右
折
す
る
場
合
や
、
出
入
口
２
か
ら
西
側
に
向
か
い
、
市
道
関
船
区
画
三
〇
号
線

と
市
道
杭
田
・
宿
内
線
の
交
差
点
を
右
折
す
る
場
合
、
時
間
が
か
か
り
渋
滞
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
。

㈢

計
画
地
周
辺
は
、
小
学
校
及
び
中
学
校
の
通
学
区
域
と
な
っ
て
お
り
、
荷
捌
き
車
両
の
通
過

時
間
と
通
学
の
時
間
が
同
時
刻
の
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
工
事
期
間
中
も
含
め
、
児
童
・
生

徒
の
通
行
の
安
全
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
。

２

騒
音
の
発
生
に
係
る
事
項

建
築
工
事
期
間
中
又
は
営
業
開
始
後
、
苦
情
等
が
申
し
立
て
ら
れ
た
場
合
に
は
、
関
係
機
関
に

指
導
等
を
仰
ぎ
、
誠
意
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
。

３

廃
棄
物
に
係
る
事
項

㈠

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
一
般
廃
棄
物
と
産
業
廃
棄
物
を
区
別
し
、
適
正
に
処
理
す
る
と
と
も

に
、
可
能
な
限
り
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
る
こ
と
。

㈡

保
管
施
設
で
生
ご
み
を
保
管
す
る
こ
と
か
ら
、
悪
臭
が
発
散
し
な
い
よ
う
留
意
す
る
と
と
も

に
、
ね
ず
み
が
生
息
し
た
り
、
蚊
、
ハ
エ
そ
の
他
の
害
虫
が
発
生
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
。

㈢

市
内
の
事
業
所
等
に
お
い
て
、
従
業
員
や
顧
客
の
飲
食
や
嗜
好
に
よ
り
排
出
さ
れ
た
か
ん
類
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
び
ん
類
及
び
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
取

り
扱
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
。

４

そ
の
他

出
店
地
は
、
河
川
洪
水
浸
水
想
定
区
域
と
な
っ
て
は
い
な
い
が
、
地
理
的
に
二
つ
の
河
川
（
水

野
谷
川
、
湯
本
川
）
に
挟
ま
れ
た
立
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
の
河
川
洪
水
浸
水
想
定

区
域
に
お
け
る
水
害
発
生
時
や
、
他
の
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
誘
導
、
情
報
伝
達
な
ど

の
対
応
が
迅
速
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
従
業
員
に
対
す
る
防
災
教
育
、
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、

来
店
者
が
速
や
か
な
対
応
を
と
れ
る
よ
う
、
非
常
口
等
の
避
難
経
路
の
表
示
等
を
適
切
に
行
う
こ

と
。

三

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要

意
見
書
の
提
出
な
し
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（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
六
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保

安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

福
島
市
町
庭
坂
字
堰
ノ
内
二
八
の
五
、
二
八
の
六

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
害
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
六
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

福
島
市
在
庭
坂
字
渡
辺
八
の
三
、
町
庭
坂
字
堰
ノ
内
二
六
の
二
、
二
六
の
四
、
二
七
の
二
、
二
八

の
三
、
二
八
の
四
、
二
九
の
四

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
害
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
六
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
相
手
方

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
い
わ
き
市
役
所
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。
当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名

榊
原
勇
助

二

通
知
の
内
容
の
要
旨

１

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
と
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
。

２

当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件
（
令
和
三
年
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
十
五
号
）
に
よ
る
こ
と
。

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
六
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
相
手
方

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
下
郷
町
役
場
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。
当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名

星
サ
ク

星
喜
平

要
サ
タ

星
忠
吉

星
ト
ク
ヨ

二

通
知
の
内
容
の
要
旨

１

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
と
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
。

２

当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件
（
令
和
三
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
十
七
号
）
に
よ
る
こ
と
。

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
六
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
喜
多
方

建
設
事
務
所
で
令
和
三
年
七
月
三
十
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県
道
喜
多
方
会
津
坂
下

喜
多
方
市
字
一
丁
目
四
六
四
七
番
二
地

令
和
三
年
七
月
三
〇
日

線

先
か
ら

同

市
字
二
丁
目
四
六
六
四
番
地
先

ま
で

（
道
路
計
画
課
）
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公

告

公
告
第
百
四
十
二
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）

第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
い
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
特
別
保
護
地
区
の
名
称
、
区
域
、
存
続
期

間
及
び
当
該
特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

特
別
保
護
地
区
の
名
称

１

裏
磐
梯
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

２

尾
瀬
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

二

特
別
保
護
地
区
の
区
域

１

裏
磐
梯
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

耶
麻
郡
北
塩
原
村
大
字
桧
原
字
剣

峯
一
〇
九
三
番
三
九
、
一
〇
九
三
番
四
〇
及
び
一
〇
九
三

ケ

番
七
〇
二
、
字
大
府
平
原
一
一
七
二
番
一
、
一
一
七
二
番
三
、
一
一
七
二
番
二
四
、
一
一
七
二
番

二
五
、
一
一
七
二
番
二
六
及
び
一
一
七
二
番
二
八
、
字
七
曲
山
一
一
六
九
番
一
及
び
一
一
六
九
番

二
、
字
大
府
平
山
一
一
七
〇
番
一
、
一
一
七
〇
番
三
及
び
一
一
七
〇
番
四
、
字
井
戸
窪
山
一
一
六

六
番
二
、
字
丸
森
山
一
一
六
七
番
、
字
小
磐
梯
山
一
一
六
八
番
五
、
一
一
六
八
番
六
及
び
一
二
並

び
に
国
有
林
猪
苗
代
事
業
区
七
林
班
、
一
〇
林
班
い
、
ろ
、
は
、
に
、
ほ
、
へ
、
と
及
び
イ
小
班
、

一
一
林
班
い
、
ろ
、
は
、
に
、
ほ
、
へ
、
と
、
ち
、
り
一
、
り
二
、
り
三
、
り
四
、
ぬ
、
る
、
を
、

わ
一
、
わ
二
、
か
、
よ
一
及
び
よ
二
小
班
、
一
三
林
班
、
一
七
林
班
、
四
八
林
班
、
五
九
林
班
ろ
、

は
及
び
に
小
班
、
六
〇
林
班
か
小
班
、
六
五
林
班
並
び
に
六
六
林
班
の
区
域

２

尾
瀬
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

国
有
林
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
事
業
区
一
〇
六
三
、
一
一
〇
一
林
班
及
び
尾
瀬
沼
の
区

域

三

特
別
保
護
地
区
の
存
続
期
間

令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
の
案

１

裏
磐
梯
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

㈠

特
別
保
護
地
区
の
指
定
区
分

集
団
渡
来
地
の
保
護
区

㈡

特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的

裏
磐
梯
鳥
獣
保
護
区
は
、
磐
梯
山
の
北
側
に
位
置
し
、
檜
原
湖
等
の
湖
沼
群
及
び
東
大
顛
ま

で
の
吾
妻
山
系
西
側
の
地
域
を
有
し
て
い
る
。
標
高
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
湖
沼
・
湿
原
か
ら
、

広
葉
樹
林
、
針
葉
樹
林
、
混
交
林
、
更
に
は
標
高
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
西
吾
妻
山
へ
の
ブ

ナ
林
、
亜
高
山
性
針
葉
樹
林
、
偽
高
山
帯
と
い
っ
た
多
様
な
植
生
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
自
然
環
境
を
反
映
し
て
、
オ
オ
ジ
シ
ギ
、
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
等
の
渡
り
鳥
が
生
息
し
て
い
る
。

檜
原
湖
の
東
岸
、
西
岸
や
雄
国
沼
周
辺
の
区
域
は
、
湖
沼
や
草
地
に
連
続
す
る
森
林
等
で
形

成
さ
れ
て
お
り
、
渡
り
鳥
の
ね
ぐ
ら
、
採
餌
場
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
東
大
顛
、
西
吾
妻
山
の

区
域
に
お
い
て
は
、
オ
シ
ド
リ
や
コ
マ
ド
リ
等
森
林
性
の
渡
り
鳥
が
生
息
・
繁
殖
し
て
い
る
区

域
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
は
、
裏
磐
梯
鳥
獣
保
護
区
の
中
で
も
特
に
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
区

域
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
保
護
地
区
に
指
定
し
、
当
該
地
域
に
生
息
す
る

鳥
獣
及
び
生
息
地
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

㈢

管
理
方
針

湖
沼
な
ど
の
鳥
獣
の
生
息
地
の
環
境
を
適
切
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
に
著
し
い
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
。

２

尾
瀬
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

㈠

特
別
保
護
地
区
の
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的

本
地
域
は
、
尾
瀬
国
立
公
園
を
中
心
と
し
た
地
域
で
、
南
側
が
群
馬
県
、
西
側
が
新
潟
県
、

北
側
に
は
燧
ケ
岳
を
は
じ
め
と
す
る
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
そ
び
え
る
。
尾
瀬
ケ

原
を
は
じ
め
と
す
る
広
大
な
湿
原
や
尾
瀬
沼
に
は
、
四
季
折
々
に
二
〇
〇
種
類
以
上
の
水
生
植

物
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
自
然
と
景
観
美
を
味
わ
う
た
め
多
く
の
ハ
イ
カ
ー

が
訪
れ
る
。
我
が
国
最
大
と
い
わ
れ
る
広
い
高
層
湿
原
を
持
つ
尾
瀬

原
を
中
心
に
、
そ
れ
を

ケ

と
り
ま
く
燧
ケ
岳
、
大
杉
岳
な
ど
の
山
々
と
ブ
ナ
の
原
生
林
や
尾
瀬
沼
と
周
辺
の
湿
原
、
三
条
ケ

滝
な
ど
変
化
に
富
ん
だ
地
形
は
コ
マ
ド
リ
、
ヤ
マ
ネ
、
オ
コ
ジ
ョ
な
ど
の
珍
し
い
種
類
の
鳥
獣

の
生
息
が
認
め
ら
れ
る
。

尾
瀬
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
尾
瀬
ヶ
原
な
ど
特
に
良
好
な
鳥
獣
環
境
と
な
っ
て
い
る
区
域
に
つ

い
て
、
特
別
保
護
地
区
に
指
定
し
、
当
該
地
域
に
生
き
る
鳥
獣
の
生
息
環
境
を
保
全
す
る
。

㈢

管
理
方
針

尾
瀬

原
及
び
大
江
湿
原
な
ど
の
鳥
獣
の
生
息
環
境
を
適
正
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境

ケ

に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
留
意
し
つ
つ
、
尾
瀬
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
将

来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
教
育
・
学
習
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
、
保
護
だ
け
で
な
く
適
切
な
管
理
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

五

縦
覧
場
所

１

裏
磐
梯
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
共
生
総
室
自
然
保
護
課
及
び
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
民
環
境
部

県
民
生
活
課

２

尾
瀬
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
共
生
総
室
自
然
保
護
課
及
び
福
島
県
南
会
津
地
方
振
興
局
県
民
環
境

部
県
民
環
境
課

六

縦
覧
期
間

令
和
三
年
七
月
三
十
日
か
ら
令
和
三
年
八
月
十
三
日
ま
で
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（
自
然
保
護
課
）

公
告
第
百
四
十
三
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）

第
二
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公

聴
会
を
開
催
す
る
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

日

時

場

所

案

件

令
和
三
年
八
月
二
十
七
日

耶
麻
郡
北
塩
原
村

裏
磐
梯
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護

午
後
一
時
三
十
分

裏
磐
梯
観
光
会
館

二
階
会

地
区
の
指
定
に
つ
い
て

議
室

令
和
三
年
八
月
二
十
四
日

南
会
津
郡
檜
枝
岐
村

尾
瀬
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地

午
前
十
時
三
十
分

檜
枝
岐
村
役
場

二
階
中
会

区
の
指
定
に
つ
い
て

議
室

（
自
然
保
護
課
）

公
告
第
百
四
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
い
わ
き
市
か
ら

い
わ
き
都
市
計
画
地
区
計
画
の
決
定
に
係
る
関
係
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
次
の
と
お
り

縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

縦
覧
に
供
す
る
図
書

総
括
図
、
計
画
図
及
び
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
場
所

福
島
県
土
木
部
都
市
総
室
都
市
計
画
課
及
び
福
島
県
い
わ
き
建
設
事
務
所
企
画
管
理
部
企
画
調
査

課

（
都
市
計
画
課
）

公
告
第
百
四
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
で
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
い
わ
き
市
か
ら
い
わ
き
都
市
計
画
準
防
火
地
域
の
変
更
に
係
る
関
係
図
書
の
写

し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

縦
覧
に
供
す
る
図
書

総
括
図
、
計
画
図
及
び
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
場
所

福
島
県
土
木
部
都
市
総
室
都
市
計
画
課
及
び
福
島
県
い
わ
き
建
設
事
務
所
企
画
管
理
部
企
画
調
査

課

（
都
市
計
画
課
）

公
告
第
百
四
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
で
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
い
わ
き
市
か
ら
い
わ
き
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
に
係
る
関
係
図
書
の
写
し

の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

縦
覧
に
供
す
る
図
書

総
括
図
、
計
画
図
及
び
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
場
所

福
島
県
土
木
部
都
市
総
室
都
市
計
画
課
及
び
福
島
県
い
わ
き
建
設
事
務
所
企
画
管
理
部
企
画
調
査

課

（
都
市
計
画
課
）

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
七
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
項
第
二

号
（
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
条
、
第
百
十
四
条
、
第
百
十
七

条
又
は
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
不
在
者
投
票
の
で
き
る
施

設
と
し
て
、
令
和
三
年
七
月
十
三
日
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

遠

藤

俊

博

施

設

の

名

称

施

設

の

所

在

地

福
島
県
ふ
た
ば
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
病
院

双
葉
郡
富
岡
町
大
字
本
岡
字
王
塚
八
一
七
番
地

の
一
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福
島
県
監
査
委
員

福
島
県
監
査
委
員
告
示
第
一
号

福
島
県
監
査
委
員
事
務
局
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日

福
島
県
監
査
委
員

福
島
県
監
査
委
員
事
務
局
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

福
島
県
監
査
委
員
事
務
局
規
程
（
昭
和
五
十
三
年
福
島
県
監
査
委
員
告
示
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
表
企
業
会
計
監
査
課
の
項
第
三
号
中
「
財
政
的
援
助
等
」
を
「
財
政
的
支
援
等
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
監
査
総
務
課
）


